
平成２２年１１月１５日 第１５４号　　　（６）
　

今
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付

事
業
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
い

て
は
事
業
の
執
行
を
中
止
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
事
業
に
係
る
費

用
対
効
果
の
問
題
で
す
。
当
局
の

説
明
で
は
、
初
年
度
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
見
込
み
数
は
１
０
０
０
件
、

１
件
当
た
り
の
経
費
は
５
９
２
０

円
に
も
な
り
ま
す
。

　

確
か
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
件
数
が

ふ
え
れ
ば
、
１
件
当
た
り
の
経
費

は
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

隠
れ
た
経
費
負
担
と
な
る
の
が
住

基
カ
ー
ド
の
発
行
経
費
で
す
。
コ

ン
ビ
ニ
交
付
件
数
を
ふ
や
そ
う
と

す
れ
ば
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
件

数
を
ふ
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
当
局
が
目
標
と
し
て
い
る
コ

ン
ビ
ニ
発
行
枚
数
２
万
３
０
０
０

枚
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
最
低

２
倍
以
上
の
住
基
カ
ー
ド
が
普
及

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
の
発
行
経
費
は
８
２
１
１
万

円
。
発
行
経
費
は
さ
ら
に
ふ
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
経

費
負
担
の
増
大
は
市
民
の
利
便
性

に
見
合
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
再

考
を
促
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た

諸
議
案
に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
を

明
ら
か
に
し
て
討
論
を
行
い
ま
す
。

　

議
案
第　

号
一
般
会
計
補
正
予

４７

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
、
住
基

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
等
コ

ン
ビ
ニ
交
付
事
業
に
所
要
の
経
費

が
補
正
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
実
施
す
る
も
の
で
、
県
下
で

は
本
市
と
藤
沢
市
の
み
、
全
国
で

も　

自
治
体
が
選
定
さ
れ
、
先
に

３６
導
入
し
た
４
自
治
体
と
あ
わ
せ
て

も　

団
体
が
他
に
先
駆
け
て
実
施

４０

す
る
も
の
で
す
。

　

市
内　

カ
所
、
県
下
で
は
９
０

１０

０
カ
所
、
全
国
で
は
１
万
２
８
０

０
カ
所
の
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
可
能

と
い
う
こ
と
で
一
段
と
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
住
基
カ

ー
ド
の
活
用
拡
大
、
各
種
行
政
手

続
き
の
利
用
の
増
大
等
が
十
分
に

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
初
期
導
入
費
用
に
対
し
て

１
３
０
０
万
円
も
の
助
成
金
が
充

て
ら
れ
る
こ
と
や
、
特
別
交
付
税

措
置
が
あ
る
な
ど
、
今
回
の
導
入

は
時
機
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
賛

意
を
表
し
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
度
水
道
会
計
決
算

は
、
前
年
度
よ
り
給
水
収
益
、
水

道
利
用
加
入
金
が
そ
れ
ぞ
れ
減
収

と
な
り
、
純
損
失
額
５
８
１
万
１

千
円
を
計
上
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

給
水
収
益
の
減
収
は
供
給
単
価
と

給
水
原
価
の
差
額
が
１
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り　

円　

銭
の
赤
字
に

１７

８８

な
っ
て
い
る
た
め
で
、
２
０
０
１

年
度
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
関
連
受
水
が
始

ま
っ
て
か
ら
９
年
間
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
ダ
ム
建
設
関
連
経
費

や
市
が
使
用
し
て
い
な
い
３
万
１

１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
基
本
料

金
な
ど
を
受
水
費
と
し
て
負
担
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

共
産
党
は
ダ
ム
の
建
設
計
画
段

階
か
ら
、
既
に
県
下
の
水
道
水
は

過
剰
で
あ
り
建
設
す
る
必
要
は
な

い
。
建
設
す
れ
ば
建
設
費
の
負
担

が
水
道
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
住
民

負
担
に
な
る
と
反
対
し
て
き
た
歴

史
的
経
過
に
照
ら
し
て
、
受
水
費

の
増
高
に
よ
る
水
道
料
金
の
値
上

げ
に
つ
な
が
る
水
道
決
算
に
反
対

で
あ
る
。
赤
字
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、給
水
収
益
を
上
げ
る
努
力
、

経
常
支
出
を
削
減
す
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
が
、
具
体
的
提
案
に
応

え
た
取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
。

　

賛
成
の
立
場
か
ら
、
討
論
を
行

い
ま
す
。
水
道
料
金
の
改
定
に
つ

い
て
、
前
年
度
の
決
算
監
査
意
見

書
に
お
い
て
「
市
民
に
経
済
的
負

担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
事

業
経
営
維
持
の
た
め
の
収
益
改
善

策
と
し
て
料
金
改
定
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
具
体
的
な

検
討
作
業
に
着
手
す
る
時
期
に
来

て
い
る
」
と
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

今
年
度
「
純
損
失
の
計
上
」
と
い

う
状
況
が
現
実
の
形
と
し
て
あ
ら

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
座
間
市
水

道
事
業
審
議
会
に
対
し
て
水
道
料

金
の
見
直
し
に
当
た
り
「
適
正
な

料
金
価
格
の
設
定
と
公
平
な
配
賦

方
法
」
に
つ
い
て
諮
問
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
だ
れ
も
値
上
げ
に
賛

成
す
る
人
な
ど
お
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
道
事
業

が
立
ち
行
か
な
く
な
り
ま
す
。
水

道
事
業
の
状
況
を
説
明
し
、
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
努
力
を
す
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
委

員
長
報
告
で
は
「
や
ら
な
い
」
と

の
こ
と
で
す
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
を
望
み
ま
す
。
ま

た
、
料
金
改
定
に
際
し
て
は
、
で

き
る
限
り
低
く
抑
え
る
努
力
を
さ

れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
改
定
に
際
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
ア
ン
ケ
ー

ト
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
市
民
負
担
が
生
じ
る
事
柄

に
対
し
て
は
一
定
の
方
向
が
出
て

い
て
も
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
や
解

決
す
べ
き
課
題
を
十
分
市
民
に
伝

え
理
解
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
監
査
報
告
の
「
多
く
の
市

民
の
意
見
を
聞
く
」
と
い
う
部
分

に
つ
い
て
も
、
説
明
責
任
を
果
た

し
合
意
形
成
に
努
め
る
と
と
ら
え
、

何
ら
か
の
形
に
し
て
い
く
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
住
民
票
等
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
決
定
時
に
後
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
い
く
つ
か
の
福
祉
施
策
よ

り
も
優
先
さ
せ
る
べ
き
事
業
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
住
基
カ
ー
ド
利
用

の
確
固
た
る
将
来
像
、
展
望
も
具

体
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
は
、
本
原
案
に
は
反
対
で
す
。

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
三
障
害

の
垣
根
が
取
り
外
さ
れ
よ
う
と
す

る
中
、
手
帳
の
違
い
で
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
の
で
、
賛
意
を
示
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る

諸
議
案
に
対
し
賛
成
の
立
場
を
明

ら
か
に
し
、
討
論
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
座
間
市
水
道
事
業

２１

会
計
決
算
に
つ
い
て
、
健
康
被
害

の
防
止
の
た
め
、
水
道
法
改
正
に

よ
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
基

準
値
が
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
応

し
、
今
後
、
第
１
配
水
場
、
相
模

が
丘
配
水
場
に
除
去
装
置
を
設
置

し
、
水
質
基
準
を
超
え
る
こ
と
な

く
安
全
な
配
水
に
努
力
さ
れ
る
適

切
な
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
管
布
設
替
え
工
事
に

つ
い
て
、
昨
年
度
の
８
５
６
９
万

９
０
０
０
円
に
比
べ
当
年
度
は
１

億
８
１
３
５
万
３
０
０
０
円
と
大

幅
に
増
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。

　

供
給
単
価
と
給
水
原
価
の
逆
ざ

や
解
消
の
た
め
、
厳
し
い
状
況
は

理
解
し
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
努
力

を
願
っ
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
水

道
料
金
の
改
正
を
水
道
審
議
会
に

諮
問
し
て
お
り
、　

％
の
値
上
げ

３０

を
し
な
い
と
黒
字
を
確
保
で
き
な

い
な
ど
の
答
弁
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
小
幅
な
料
金

改
正
を
要
望
し
ま
し
て
、
水
道
事

業
会
計
決
算
に
賛
意
を
示
し
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
陳
情
は
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

◎　

採　
　
　

択

　

陳
情
第　

号　

重
度
障
害
者
医
療

３５

費
助
成
制
度
に
関
す
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
に
新
た
な

３６

総
合
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
（
総
合
運

動
公
園
）
の
整
備
を
要
望
す
る
陳
情

◎　

不　

採　

択

　

陳
情
第　

号　

保
育
制
度
改
革
に

３８

関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

安
心
・
安
全
な
国

３９

民
生
活
実
現
の
た
め
、
国
土
交
通
省

の
地
方
出
先
機
関
の
存
続
を
求
め
る

陳
情

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
議
会
議
場

２０

に
国
旗
掲
揚
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

人
権
侵
害
救
済
法

３３

成
立
反
対
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第　

号　

米
飯
給
食
を
ふ
や

３７

す
こ
と
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

４０

ス
施
設
に
お
け
る
看
護
師
設
置
費
用

と
事
業
所
借
り
上
げ
費
用
の
一
部
補

助
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

平
成　

年
度
に
お

４１

２３

け
る
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第　

号　

平
成　

年
度
に
お

４２

２３

け
る
障
害
児
者
・
透
析
者
を
含
む
移

動
困
難
者
に
対
す
る
通
院
支
援
に
つ

い
て
の
陳
情

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
３
月
、
６
月
、

９
月
、　

月
の
年
４
回
開
催
さ
れ

１２

る
定
例
会
に
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締
め
切

り
日
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

陳
情
の
結
果

陳
情
の
結
果

京
免　

康
彦 
議
員
《
政
和
会
》

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
に
賛
成

沖
永　

明
久 
議
員
《
市
民
連
合
》

コ
ン
ビ
ニ
交
付　

費
用
対
効
果
に
疑
問

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

水
道
料
金
改
定　

市
民
の
意
見
を
反
映
せ
よ
！

木
村　

正
博 
議
員
《
公
明
党
》

市
民
に
理
解
さ
れ
る
水
道
料
金
の
改
定
を
！

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

水
道
料
金
値
上
げ
に
つ
な
が
る
決
算
に
反
対

飛
田　

昭 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

配
水
場
へ
の
除
去
装
置
設
置
な
ど
に
賛
意

　議会の活動を知っていただくため、多くの皆様の傍聴をお願い
します。
　市役所７階の議場入口正面で受付しています。
　また、各委員会の傍聴は、６階の議会事務局へお申し出ください。
　なお、市役所１階市民サロンのテレビモニターでも中継してい
ます。
　どうぞお気軽にご利用ください。

１１月２５日　（木）　本会議（開会・提案説明）
　　２６日　（金）　本会議（総括質疑）
１２月２日　（木）　本会議（一般質問）
　　３日　（金）　本会議（一般質問）
　　６日　（月）　本会議（一般質問）
　　８日　（水）　企画総務常任委員会・保健福祉常任委員会
　　９日　（木）　教育市民常任委員会・都市環境常任委員会
　　１０日　（金）　基地対策特別委員会
　　１３日　（月）　第４次座間市総合計画特別委員会
　　１６日　（木）　議会運営委員会
　　２０日　（月）　本会議（討論・採決・閉会）

　● 第４回定例会は次の日程で開催されます　● 

議会を傍聴しましょう


